


大本いろは

　

外
来
植
物
と
は
？
　

　
外
来
植
物
と
は
、
人
為
的
な
手
段
で
日
本

国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
植
物
の
う
ち
、
野

外
で
自
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
植
物
の
こ

と
で
す
。
意
図
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
意
図
的
で
な
い
も
の
と
し
て
は
、
海
外

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
機
材
や
、
人
の
移

動
の
際
の
手
荷
物
な
ど
に
種
子
が
付
着
し
、

持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
対
し
て
、
意
図
的
で
あ
る
も
の
は
、
人

が
栽
培
植
物
と
し
て
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
、

野
外
へ
拡
散
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
野
生
植
物
、
約
七
千
種
の
う
ち
、

外
来
植
物
は
約
千
二
百
種
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
外
来
植
物
の
特
徴

と
し
て
、
主
に
、
人
為
的
に
か
く
乱
さ
れ

た
場
所
に
侵
入
し
繁
殖
す
る
と
い
う
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
部
の

さ
ら
地
な
ど
で
は
、
放
置
す
れ
ば
外
来
植

物
ば
か
り
生
え
て
く
る
と
い
う
現
象
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
外
来
植
物
の
繁
殖
は
、

自
然
、
あ
る
い
は
生
活
環
境
と
大
き
な
関

わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
以
下
に
、
私
た
ち
が
よ
く
見

か
け
る
主
な
外
来
植
物
を
紹
介
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ヒメジョオン
北米原産の越年草。畑、庭、荒
れ地など、いたるところに生え、
しばしば群落をつくります。在
来植物を侵してしまうため、希
少な植物が多く生育する国立公
園などでは問題になっており、
「要注意外来生物」に指定され
ています。50㌢～ 1㍍ほどの
高さまで成長し、白い花を咲か
せます。繁殖は種子によるので、
開花前に除去するのが好ましい
でしょう。

フムフム、よく見か
ける草たちじゃのぉ

セイタカアワダチソウ
北米原産の多年草。土手や荒れ
地に大群落を作り、50㌢～2.5
㍍ほどにまで成長します。在来
種をよせつけず、ススキなどの
群落に侵入してゆきます。地下
茎があり完全除去は難しいた
め、カシやツバキなどの常緑広
葉樹を植え、生育しづらい環境
を作ることも、繁殖を抑える方
法の一つ。ヒメジョオンと同じ
く、「要注意外来生物」に指定
されています。ブタクサ

北米原産の一年草。道端や荒れ
地に多く、１㍍ほどの高さまで
成長します。花粉症の原因とな
る植物として知られ、日本では
スギ、ヒノキに次ぐ患者数が存
在するとされています。開花前
の夏に刈りとり、種子を付けさ
せないようにしなければなりま
せん。これも、「要注意外来生物」
となっています。より大型のオ
オブタクサも同様です。

　

自
然
環
境
と
外
来
植
物
　

　

前
ペ
ー
ジ
の
説
明
の
よ
う
に
、
外
来
植

物
の
繁
殖
に
は
、
自
然
や
生
活
環
境
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
外
来
植
物
は
、

工
事
現
場
や
工
場
排
水
で
汚
染
さ
れ
た
土

地
な
ど
、
自
然
状
態
を
極
度
に
破
壊
し
た

場
所
に
侵
入
し
、
繁
茂
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
港
や
空
港
、
工
場
や
駅
な
ど
、

外
国
と
の
物
資
の
出
入
り
口
と
な
る
場
所

に
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
逆
に
、
古
く
か
ら
の
雑
草
が
生
い
茂
る

農
村
や
、
自
然
環
境
が
よ
り
良
い
形
で
保

存
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
外
来
植
物
に
と
っ

て
侵
入
が
難
し
く
、
繁
殖
し
づ
ら
い
環
境

と
い
え
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
こ
れ
ら
外
来
植

物
が
生
い
茂
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ

ど
自
然
環
境
が
壊
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く

は
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

このような花をたく
さん付けます

ヘラオオバコ
ヨーロッパ原産の多年草で、
耐乾性があるため、道端や河
川敷、牧草地などに広く生育
します。繁殖力が強く、農耕
地などに侵入すると、農作物
との競合、または駆逐の恐れ
があります。開花期は 4～ 8
月で、花粉症の原因植物にも
なっています。「要注意外来生
物」に指定されています。

総
苞

セイヨウタンポポ
自然度の高いところに侵入する
と、在来種を駆逐する恐れがあ
るので、長野県上高地や北海道
礼文（れぶん）島などでは駆除
が行われています。総苞（そう
ほう）が強く反り返っているの
が主な特徴ですが、最近では、
在来種と外来種が共生するこ
とにより雑種が生まれ、区別
がつきにくい場合もあるよう
です。 ヒメムカシヨモギ

北米原産、キク科の二年草。
日本では明治時代に確認され
た外来植物です。道端や荒れ
地に多く生える雑草で、明治
維新のころから鉄道線路に広
がったため、テツドウグサ（鉄
道草）、ゴイッシングサ（御一
新草）、メイジソウ（明治草）
などとも呼ばれていました。
1.5㍍ほどまで成長し、茎と葉
には白い毛が生えています。


